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40 安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る



『FUTURE DESIGN』vol.40に対するご感想をお寄せく
ださい。抽選で10名様に、木曽ヒノキと木曽サワラでつく
られた小判型の二段弁当箱をお送りします。この弁当箱は、
木曽路の旧奈良井宿（現在の長野県塩尻市）に店を構え、曲げ
物製造業者として200年以上の歴史を誇る花野屋商店が
製作したもので、下地処理されていない木地に、生漆が直に
4回擦り込まれています。仕切り板は取り外し可能で、例え
ば、上段におかずとフルーツ、下段にご飯を入れてお使いい
ただけます。

2014年11月30日発行　発行 東芝エレベータ株式会社 広報室
〒212-8585 神奈川県川崎市幸区堀川町72番地34 
電話　（044）331-7001
URL　http://www.toshiba-elevator.co.jp
E-mail elevator@po.toshiba.co.jp

制作 有限会社イー・クラフト＋有限会社ベル・プロダクション　デザイン 手塚みゆき
印刷会社 株式会社メディア グラフィックス

現在、日本の都市には、鉄骨や鉄筋コンクリート製の
ビルが溢れています。都市には多くの人を収容でき
る建築が必要ですし、耐火性、耐荷重性等の観点か
らいえば、これらに優る建築材料はこれまでなかっ
たため、これはある意味、当然の姿といえるでしょう。
しかし、2000年に建築基準法が改正され、近年、木
造の耐震・耐火技術が大きく進歩したことに伴い、都
市のなかにも、中高層の木造建築を建てられるよう
になりました。今回の表紙は、木造高層ビルが建つ
街の景観を CGを使って表現したものです。木造高
層建築が共存する都市は、今までの都市とは、ひと味
もふた味も違った景観になるでしょう。
CG制作：早船雄太／慶應義塾大学大学院 小林博人研究会
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アンケートにご協力ください

【表紙解説】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

 特集●交通と都市の未来形

 都市に木造高層建築を!
 「木造都市」の新たな可能性

ユーザー訪問●居心地、いかがですか？
 vol.8

 ウエストプラザ長野
 連載●私の忘れられない本・映画

 槇 文彦さん
 （建築家）

 連載●藻谷浩介のがんばる地方都市
 第4回

 兵庫県豊岡市城崎町

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。
以下の Webページ内にあるフォームからご意見をお寄せいただく
ことも可能です。
https://www.toshiba-elevator.co.jp/SSL/camp/campaign.
jsp?pk=1413962386896

●締め切り
2015年2月28日到着分まで有効。
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特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

日
本
で
「
木
造
建
築
」
と
い
え
ば
、

法
隆
寺
五
重
塔
な
ど
の
社
寺
建
築
を
除
け
ば
、

低
層
の
戸
建
住
宅
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
欧
米
で
は
近
年
、10
階
前
後
の
中
高
層
の

木
造
建
築
が
相
次
い
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、

現
在
で
は
、
20
階
建
て
、
さ
ら
に
は
30
階
建
て
の

木
造
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
計
画
も
浮
上
し
て
い
る
。

こ
の
特
集
で
は
、
木
造
高
層
建
築
が

日
本
で
も
可
能
に
な
っ
た
背
景
を
概
観
し
、

木
造
高
層
建
築
か
ら
な
る
「
木
造
都
市
」の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
。

な
ぜ
今
、
木
造
高
層
建
築
な
の
か
？

今
回
は
、
日
本
の
都
市
の
ひ
と
つ
の
可
能
性
を

探
る
「
旅
」
に
ご
案
内
し
よ
う
。

※
歌
川
広
重
『
東
海
道
五
十
三
次
』「
日
本
橋 

朝
之
景
」
を
も
と
に
改
変

（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
制
作
：
早
船
雄
太
／
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院 

小
林
博
人
研
究
会
）
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世
界
で
広
ま
る

木
造
高
層
建
築

　

都
市
に
建
ち
並
ぶ
木
造
の
ビ
ル
群
。

そ
ん
な
光
景
が
、
将
来
、
身
近
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｂ
ｅ

ｒ
ｉ
ｚ
ｅ
は
、
そ
の
可
能
性
を
探
り
、

実
現
を
図
っ
て
い
る
。中
心
メ
ン
バ
ー

で
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教

授
の
腰
原
幹
雄
氏
に
よ
る
と
、
木
造

高
層
建
築
の
建
設
で
は
海
外
が
先
行

し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
２
０
０
９
年
、
ロ
ン
ド
ン
に
９

階
建
て
の
木
造
集
合
住
宅
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
欧
州
や
北
米

で
中
高
層
の
木
造
建
築
が
急
速
に
増

え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は

８
階
建
て
の
木
造
ビ
ル
が
で
き
ま
し

た
し
、
北
欧
の
街
で
は
木
造
の
ビ
ル

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
」

　

木
造
建
築
が
欧
米
で
広
ま
っ
た
理

由
の
ひ
と
つ
は
地
球
環
境
問
題
だ
。

木
は
そ
の
生
長
過
程
で
炭
素
を
固
定

し
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
減
ら

す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
木
が
、

環
境
に
優
し
い
建
築
材
料
と
し
て
評

価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
土

に
森
林
を
多
く
抱
え
る
国
に
は
、
木

材
の
需
要
が
高
ま
れ
ば
国
内
産
業
の

振
興
に
つ
な
が
る
と
の
思
惑
も
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
ど
う
か
。
以
前
、

建
築
基
準
法
は
、
火
災
や
台
風
に
よ

っ
て
建
物
が
倒
壊
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
大
規
模
な
木
造
建
築
を
禁
止

し
て
き
た
。
棟
高
13
ｍ
を
超
え
る
建

築
や
延
床
面
積
３
０
０
０
㎡
を
超
え

る
建
築
は
、
木
造
で
建
て
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が

１
９
８
７
年
に
緩
和
さ
れ
、３
階
建
て

や
大
断
面
の
集
成
材（
※
１
）に
よ
る

大
空
間
建
築
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
続
い
て
２
０
０
０
年
、
木

造
に
よ
る
高
さ
制
限
や
延
床
面
積
制

限
が
撤
廃
さ
れ
、
大
規
模
建
築
を
木

造
で
建
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

木
造
高
層
建
築
に
使
わ
れ
る
構
造

材
は
、
集
成
材
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ（
※
２
）な
ど

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
・
ウ
ッ
ド
（
※
３
）

で
あ
る
。

　

木
材
に
よ
る
耐
火
部
材
の
開
発
も

進
ん
で
お
り
、
主
に
３
つ
の
方
法
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
材
を
せ
っ
こ

※ 1：厚さ 1cm以上の板材を、繊維方向を平行にして積層、接着した木質材料。
※ 2：ラミネーティッド・ベニヤ・ランバーの略。
　　　厚さ数mmの薄板を、繊維方向を平行にして何枚も積層、接着した木質材料。
※ 3：二次加工された木質材料のなかで、強度が一定の基準を満たし、品質保証されたもの。
※ 4：クロス・ラミネーティッド・ティンバーの略で、板の各層が互いに直交するように何枚も積層、接着したパネル。
　　　欧州で開発された。2014 年1月に日本農林規格が施工され、同規格では「直交集成板」と呼ばれる。

▲海外の事例
ロンドンに2009年に竣工した9階建て集合住宅。構造材としてCLT（※4）が用いられている。
欧州では近年、CLTを利用した中高層建築が次々と建てられている。 

London
腰原 幹雄氏

こしはら・みきお
東京大学 生産技術研究所 教授

2001年東京大学大学院博士課程
修了。構造設計集団＜SDG＞、東
京大学大学院助手、生産技術研
究所准教授などを経て、2012年
より現職。日本における現代木造
の第一人者で、NPO 法人team 
Timberizeの中心メンバー。著
書に『都市木造のヴィジョンと
技術』（オーム社）など。

Introduction

高
層
建
築
に
使
用
で
き
る
木
質
構
造
材
や
木
質
耐
火
部
材
の
開
発
、

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

建
築
基
準
法
の
改
正
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
で
も
、

木
造
高
層
建
築
を
建
て
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
。

今
は
、
今
後
魅
力
的
な
木
造
高
層
建
築
を
つ
く
る
節
目
の
時
期
だ
。
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で
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し
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こ
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が

１
９
８
７
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さ
れ
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建
て

や
大
断
面
の
集
成
材（
※
１
）に
よ
る

大
空
間
建
築
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
続
い
て
２
０
０
０
年
、
木

造
に
よ
る
高
さ
制
限
や
延
床
面
積
制

限
が
撤
廃
さ
れ
、
大
規
模
建
築
を
木

造
で
建
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

木
造
高
層
建
築
に
使
わ
れ
る
構
造

材
は
、
集
成
材
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ（
※
２
）な
ど

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
・
ウ
ッ
ド
（
※
３
）

で
あ
る
。

　

木
材
に
よ
る
耐
火
部
材
の
開
発
も

進
ん
で
お
り
、
主
に
３
つ
の
方
法
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
材
を
せ
っ
こ

う
ボ
ー
ド
な
ど
耐
火
部
材
で
被
覆
す

る
一
般
被
覆
型
耐
火
部
材
、
鉄
骨
を

木
材
で
く
る
む
鉄
骨
内
蔵
型
耐
火
部

材
、
木
材
を
燃
え
し
ろ
と
な
る
木
材

で
く
る
む
燃
え
し
ろ
被
覆
型
耐
火
部

材
で
あ
る
。
建
築
基
準
法
施
行
令
で

は
、
耐
火
時
間
に
よ
っ
て
階
数
の
制

限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
１
時
間

耐
火
で
４
階
の
木
造
が
可
能
に
な
り
、

２
時
間
耐
火
で
14
階
の
木
造
も
可
能

に
な
る
。

　

構
造
性
能
を
検
証
す
る
た
め
の
実

験
や
、
構
造
解
析
の
技
術
が
進
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
震
や
火
災
に
対
し

て
も
安
全
な
大
規
模
木
造
建
築
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
造
高
層
建
築
は

今
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ

　

し
か
し
、
大
規
模
木
造
建
築
が
日

本
で
普
及
す
る
に
は
、
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
は
、
純
粋
な
木
造
を
尊
ぶ
一
方

で
、
鉄
骨
と
の
組
み
合
わ
せ
や
接
合

部
の
金
物
使
用
を
毛
嫌
い
す
る
心
理

的
な
障
壁
だ
。

　
「
鉄
骨
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、
接

合
部
に
金
物
を
使
用
す
る
と
、﹃
こ

れ
は
木
造
で
は
な
い
﹄
と
批
判
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
伝
統
的
な
木
組

み
の
技
術
は
伝
え
て
い
く
べ
き
で
す

が
、
今
の
建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
を
考

え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
に
頼
る
の
は
無

理
が
あ
る
で
し
ょ
う
」（
腰
原
氏
）

　

こ
う
し
た
障
壁
を
乗
り
越
え
る
形

で
、
日
本
で
も
近
年
、
中
層
規
模
の

木
造
建
築
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
鉄

骨
内
蔵
型
耐
火
部
材
を
用
い
て
５
階

建
て
を
実
現
し
た
エ
ム
ビ
ル
（
石
川
県

金
沢
市
、
２
０
０
５
年
）
や
、
柱
な
ど
の

構
造
を
担
う
部
材
に
集
成
材
を
用
い

た
下
馬
の
集
合
住
宅
（
東
京
都
世
田
谷

区
、
２
０
１
３
年
）
な
ど
が
そ
う
だ
。

　
「
高
層
木
造
を
つ
く
る
た
め
に
必

要
な
最
低
限
の
技
術
は
揃
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
木
造
建
築
の
第
１
ス
テ
ー
ジ
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
技
術
を
使
っ
て

魅
力
あ
る
木
造
建
築
を
つ
く
る
時
代
。

高
層
木
造
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
突
入

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」（
腰
原
氏
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

高
層
木
造
普
及
の
突
破
口
に

　

都
市
に
木
造
ビ
ル
を
建
て
る
際
に

気
に
な
る
問
題
と
し
て
、
建
築
コ
ス

ト
が
あ
る
。
確
か
に
、
現
時
点
で
は
、

同
じ
規
模
の
ビ
ル
を
建
て
る
場
合
、

木
造
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
よ
り

も
２
～
３
割
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
腰
原
氏
は
、

普
及
す
れ
ば
安
く
な
る
と
し
て
、
心

配
は
し
て
い
な
い
。

　

木
造
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も

か
か
る
の
で
は
、
と
い
う
懸
念
も
あ

る
。
し
か
し
、
鉄
骨
で
も
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
で
も
維
持
に
手
間
が
か

か
る
の
は
同
じ
で
あ
り
、
む
し
ろ
木

造
の
ほ
う
が
、
専
門
業
者
で
な
く
て

も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
参
加
で
き
る
点

で
優
れ
て
い
る
と
腰
原
氏
は
語
る
。

　
「
ま
ず
は
都
市
に
高
層
木
造
建
築

を
広
め
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
に
も
、

ぜ
ひ
採
り
入
れ
て
ほ
し
い
」

※ 1：厚さ 1cm 以上の板材を、繊維方向を平行にして積層、接着した木質材料。
※ 2：ラミネーティッド・ベニヤ・ランバーの略。
　　　厚さ数mmの薄板を、繊維方向を平行にして何枚も積層、接着した木質材料。
※ 3：二次加工された木質材料のなかで、強度が一定の基準を満たし、品質保証されたもの。
※ 4：クロス・ラミネーティッド・ティンバーの略で、板の各層が互いに直交するように何枚も積層、接着したパネル。
　　　欧州で開発された。2014 年1月に日本農林規格が施工され、同規格では「直交集成板」と呼ばれる。

▲海外の事例
ロンドンに 2009年に竣工した9階建て集合住宅。構造材としてCLT（※4）が用いられている。
欧州では近年、CLTを利用した中高層建築が次々と建てられている。 

▲日本の事例
下馬の5階建て集合住宅（上：外観／下：内観）。
1階は鉄筋コンクリート造、2～5階は木造で、日本における先駆的事例のひとつ。
写真：淺川敏

Japan

London

◉
木
造
住
宅
オ
ー
ナ
ー
は
語
る

木
造
住
宅
に
は

木
で
し
か
出
せ
な
い
魅
力
が
あ
る

家
を
建
て
る
時
、
当
初
は
洋
風
に
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
雑
誌
を
読
ん
で
い

た
ら
、
京
都
の
古
い
木
造
住
宅
の
写
真
が
目
に
と
ま
っ

た
の
で
す
。
シ
ン
プ
ル
で
繊
細
、
か
つ
す
ご
く
統
一
感

が
あ
る
。
そ
の
雰
囲
気
に
魅
せ
ら
れ
て
、
最
終
的
に
和

風
の
木
造
住
宅
を
選
択
し
ま
し
た
。
柱
は
全
部
焦
げ
茶

色
の
無
垢
の
木
、
壁
は
白
の
漆
喰
に
し
て
、
洋
室
と
和

室
の
色
の
統
一
感
を
出
す
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

木
の
よ
さ
は
、
い
い
香
り
が
し
て
、
そ
れ
を
五
感
で

感
じ
と
れ
る
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
ふ
だ

ん
は
家
の
な
か
を
靴
下
で
歩
い
て
い
ま
す
が
、
歩
け
ば

歩
く
ほ
ど
洋
室
や
廊
下
の
床
が
ピ
カ
ピ
カ
に
光
っ
て
く

る
。
ニ
ス
は
一
切
塗
っ
て
い
な
い
の
に
、
時
が
経
つ
ほ

ど
こ
う
し
た
味
が
出
て
く
る
の
も
、
木
の
魅
力
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

横
川 

麻
恵
美
氏
よ
こ
か
わ
・
ま
え
み

布
小
物
作
家

腰原 幹雄氏
こしはら・みきお

東京大学 生産技術研究所 教授

2001年東京大学大学院博士課程
修了。構造設計集団＜SDG＞、東
京大学大学院助手、生産技術研
究所准教授などを経て、2012年
より現職。日本における現代木造
の第一人者で、NPO 法人team 
Timberize の中心メンバー。著
書に『都市木造のヴィジョンと
技術』（オーム社）など。

世
界
で
広
ま
る

木
造
高
層
建
築

都
市
に
建
ち
並
ぶ
木
造
の
ビ
ル
群
。

ん
な
光
景
が
、
将
来
、
身
近
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｔ
ｉ
ｍ
ｂ
ｅ Introduction

高
層
建
築
に
使
用
で
き
る
木
質
構
造
材
や
木
質
耐
火
部
材
の
開
発
、

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

建
築
基
準
法
の
改
正
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
で
も
、

木
造
高
層
建
築
を
建
て
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
。

今
は
、
今
後
魅
力
的
な
木
造
高
層
建
築
を
つ
く
る
節
目
の
時
期
だ
。



※ 1：不燃木質材料等の研究・開発・製造・販売を
手がける会社。同社が小林氏と共同開発した、不
燃処理されたLVLを使った柱材は、国土交通省の
2時間耐火の認定を取得している。

小林 博人氏
＋慶應義塾大学大学院 小林博人研究会

◉模型・CG制作メンバー

（後列左から） 小林 博人［こばやし・ひろと］氏
 松本 文也［まつもと・ふみや］氏
 西尾 大河［にしお・たいが］氏
 早船 雄太［はやふね・ゆうた］氏
 大岩 健太郎［おおいわ・けんたろう］氏
（前列左から） 中島 裕次［なかじま・ゆうじ］氏
 阿部 充朗［あべ・あつろう］氏
 梶原 慧太［かじはら・けいた］氏

水
辺
の
都
市
景
観
に

な
じ
む
木
造
ビ
ル

　

モ
デ
ル
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、今

回
、
小
林
博
人
氏
が
敷
地
と
し
て
想

定
し
た
の
は
、東
京
の
中
心
部
の
ビ
ジ

ネ
ス
街
だ
。川
を
は
さ
ん
で
オ
フ
ィ
ス

や
商
業
施
設
が
集
中
し
て
建
ち
、江
戸

時
代
か
ら
職
人
、商
人
が
活
躍
し
た
街
。

そ
ん
な
場
所
に
、
現
在
、
木
造
の
高
層

建
築
を
建
て
た
ら
、
ど
ん
な
姿
が
あ

り
う
る
の
か
？　

こ
れ
を
実
際
に
考

え
て
み
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　
「
も
と
も
と
江
戸
の
街
は
木
造
建
築

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ

の
中
心
部
に
木
造
の
ビ
ル
が
建
つ
こ

と
は
何
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
と
水
は
親
和
性
が
高
い
で
す
し
、

特
に
水
路
に
面
し
た
風
景
に
は
、
木
造

高
層
建
築
が
な
じ
む
は
ず
で
す
」

　

建
物
は
低
層
部
と
高
層
部
に
分
か

れ
、
低
層
部
に
は
店
舗
と
オ
フ
ィ
ス

が
、
高
層
部
に
は
住
居
や
ホ
テ
ル
が

入
る
と
い
う
。
今
後
、
都
心
部
で
求

め
ら
れ
る
、
職
住
一
体
型
の
複
合
機

能
を
持
っ
た
ビ
ル
だ
。

　
「
大
都
市
の
中
心
部
に
住
む
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
提
案
さ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
の
下

町
ら
し
さ
は
本
来
、
表
通
り
に
店
が

あ
り
、
裏
の
路
地
に
町
人
が
住
む
職

住
一
体
に
あ
り
ま
す
。
多
様
な
生
活

が
あ
る
ほ
う
が
、都
市
は
魅
力
的
だ

し
、
持
続
可
能
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ビ
ル
の
外
装
は
水
平
・
垂
直
の
格

子
で
覆
わ
れ
、
こ
れ
が
ビ
ル
の
外
観

に
人
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
さ
せ

る
。
ま
た
、
そ
の
材
料
に
は
木
材
の

使
用
を
想
定
し
た
。
雨
風
に
曝
さ
れ

る
場
所
に
木
を
使
う
と
不
燃
性
能
を

保
て
な
い
た
め
、
現
状
で
は
難
し
い

設
計
だ
が
、
将
来
の
技
術
開
発
に
期

待
し
、
あ
え
て
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
し

た
と
い
う
。

　
「
構
造
に
使
う
木
質
材
料
は
、
最

終
的
に
被
覆
さ
れ
て
、
外
か
ら
見
え

な
く
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
木
の
表
情
を

外
に
見
せ
な
い
の
は
残
念
で
す
。
都

市
の
風
景
の
な
か
に
木
を
あ
ら
わ
に

し
た
ほ
う
が
、
木
造
ら
し
い
高
層
建

築
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

交
差
点
に
面
し
て
垂
直
方
向
に
伸

び
る
の
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

を
兼
ね
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
だ
。

人
の
多
い
通
り
か
ら
目
立
つ
一
方
、

内
部
か
ら
は
街
の
眺
望
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。こ
の
建
物
の
見
せ
場
と

な
る
部
分
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
木
造
建
築
は
低
層
だ

っ
た
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
の
関

係
は
新
し
い
テ
ー
マ
で
す
。
上
手
に

デ
ザ
イ
ン
す
れ
ば
、
木
の
ぬ
く
も
り

が
感
じ
ら
れ
る
、
新
し
い
空
間
体
験

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

木
は
、
利
用
者
に
開
か
れ
た
、

人
間
が
関
わ
り
や
す
い
材
料

　

小
林
氏
が
都
市
の
木
造
高
層
建
築

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
で

外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
行
う
「
建

築
技
術
論
」
の
講
義
だ
っ
た
。
不
燃

木
質
材
料
を
開
発
し
た
ア
サ
ノ
不
燃

（
※
１
）
の
代
表
に
来
て
も
ら
い
、
話

を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

　

木
は
、
建
築
材
料
と
し
て
見
た
場

合
、
引
っ
張
り
や
圧
縮
に
対
す
る
力

に
対
し
て
強
い
、
鉄
よ
り
も
軽
い
、

断
熱
性
に
優
れ
る
、
調
湿
機
能
が
あ

る
な
ど
、
優
れ
た
特
性
を
い
く
つ
も

持
っ
て
い
る
。
一
方
で
木
は
、
燃
え

や
す
い
、
材
料
の
個
体
差
が
大
き
い

な
ど
の
欠
点
が
あ
り
、
高
層
建
築
に

は
利
用
で
き
な
い
材
料
と
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
品
質
が
均
一

な
不
燃
木
質
材
料
が
開
発

さ
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た
欠

点
が
一
挙
に
解
消
さ
れ
、

高
層
建
築
に
木
を
利
用
す

る
可
能
性
が
大
き
く
広
が

っ
て
く
る
。
小
林
氏
は
、

不
燃
木
質
材
料
の
可
能
性

に
目
を
開
か
さ
れ
、
都
市

に
お
け
る
木
造
高
層
建
築

の
研
究
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。

　

そ
の
過
程
で
小
林
氏
は
、

木
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
う
ひ

▲コンセプト
今回提案する都市は、木造ビルの骨格をなす木
（ビジュアルのなかで、茶色の線で表現されて
いるもの）の表情が外に現れるようにデザイン
した。木造ビルが水と織りなす景観は、自然素
材ならではの調和を生み出し、昔の風景にもな
じむ。時を超えた親しみとヒューマンスケールを
感じさせる。
（背景の浮世絵は、葛飾北斎『冨嶽三十六景』に収載）

２
時
間
耐
火
の
木
質
部
材
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、

最
大
14
階
建
て
の
木
造
高
層
建
築
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

木
造
高
層
建
築
が
建
つ
こ
と
で
、
都
市
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？

都
市
の
木
造
高
層
建
築
に
つ
い
て
考
え
て
き
た

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
の
小
林
博
人
氏
に
、

木
造
高
層
建
築
と
都
市
の
モ
デ
ル
を
提
案
し
て
も
ら
っ
た
。

Proposal
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※ 1：不燃木質材料等の研究・開発・製造・販売を
手がける会社。同社が小林氏と共同開発した、不
燃処理された LVLを使った柱材は、国土交通省の
2時間耐火の認定を取得している。

▲▲木造ビル外観
今回の提案の中心となる木造ビル模型。やぐらのように見える、
建物の角の部分で木造の軸組みを外部に意図的に見せており、
木造を象徴するデザインとなっている。

▲アトリウム
提案された木造ビルの低層部にあるアトリウム。陽光の降り注ぐ、あたたかい
空間となっており、柔らかさを醸し出す木の柱とマッチしている。

▲オフィス
提案された木造ビル内にあるオフィス。高層ビルの一般的なオフィスだと
柱は邪魔になるだけだが、木の柱はその素材感からインテリアの一要素に
もなるため、柱の存在に違和感は少ない。

小林 博人氏
＋慶應義塾大学大学院 小林博人研究会

◉模型・CG制作メンバー

（後列左から） 小林 博人［こばやし・ひろと］氏
 松本 文也［まつもと・ふみや］氏
 西尾 大河［にしお・たいが］氏
 早船 雄太［はやふね・ゆうた］氏
 大岩 健太郎［おおいわ・けんたろう］氏

（前列左から） 中島 裕次［なかじま・ゆうじ］氏
 阿部 充朗［あべ・あつろう］氏
 梶原 慧太［かじはら・けいた］氏

水
辺
の
都
市
景
観
に

な
じ
む
木
造
ビ
ル

　

モ
デ
ル
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、今

回
、
小
林
博
人
氏
が
敷
地
と
し
て
想

定
し
た
の
は
、東
京
の
中
心
部
の
ビ
ジ

ネ
ス
街
だ
。川
を
は
さ
ん
で
オ
フ
ィ
ス

や
商
業
施
設
が
集
中
し
て
建
ち
、江
戸

時
代
か
ら
職
人
、商
人
が
活
躍
し
た
街
。

そ
ん
な
場
所
に
、
現
在
、
木
造
の
高
層

建
築
を
建
て
た
ら
、
ど
ん
な
姿
が
あ

り
う
る
の
か
？　

こ
れ
を
実
際
に
考

え
て
み
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　
「
も
と
も
と
江
戸
の
街
は
木
造
建
築

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ

の
中
心
部
に
木
造
の
ビ
ル
が
建
つ
こ

と
は
何
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
と
水
は
親
和
性
が
高
い
で
す
し
、

特
に
水
路
に
面
し
た
風
景
に
は
、
木
造

高
層
建
築
が
な
じ
む
は
ず
で
す
」

　

建
物
は
低
層
部
と
高
層
部
に
分
か

れ
、
低
層
部
に
は
店
舗
と
オ
フ
ィ
ス

が
、
高
層
部
に
は
住
居
や
ホ
テ
ル
が

入
る
と
い
う
。
今
後
、
都
心
部
で
求

め
ら
れ
る
、
職
住
一
体
型
の
複
合
機

能
を
持
っ
た
ビ
ル
だ
。

　
「
大
都
市
の
中
心
部
に
住
む
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
提
案
さ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
の
下

町
ら
し
さ
は
本
来
、
表
通
り
に
店
が

あ
り
、
裏
の
路
地
に
町
人
が
住
む
職

住
一
体
に
あ
り
ま
す
。
多
様
な
生
活

が
あ
る
ほ
う
が
、都
市
は
魅
力
的
だ

し
、
持
続
可
能
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ビ
ル
の
外
装
は
水
平
・
垂
直
の
格

子
で
覆
わ
れ
、
こ
れ
が
ビ
ル
の
外
観

に
人
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
さ
せ

る
。
ま
た
、
そ
の
材
料
に
は
木
材
の

使
用
を
想
定
し
た
。
雨
風
に
曝
さ
れ

る
場
所
に
木
を
使
う
と
不
燃
性
能
を

保
て
な
い
た
め
、
現
状
で
は
難
し
い

設
計
だ
が
、
将
来
の
技
術
開
発
に
期

待
し
、
あ
え
て
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
し

た
と
い
う
。

　
「
構
造
に
使
う
木
質
材
料
は
、
最

終
的
に
被
覆
さ
れ
て
、
外
か
ら
見
え

な
く
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
木
の
表
情
を

外
に
見
せ
な
い
の
は
残
念
で
す
。
都

市
の
風
景
の
な
か
に
木
を
あ
ら
わ
に

し
た
ほ
う
が
、
木
造
ら
し
い
高
層
建

築
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

交
差
点
に
面
し
て
垂
直
方
向
に
伸

び
る
の
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

を
兼
ね
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
だ
。

人
の
多
い
通
り
か
ら
目
立
つ
一
方
、

内
部
か
ら
は
街
の
眺
望
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。こ
の
建
物
の
見
せ
場
と

な
る
部
分
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
木
造
建
築
は
低
層
だ

っ
た
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
の
関

係
は
新
し
い
テ
ー
マ
で
す
。
上
手
に

デ
ザ
イ
ン
す
れ
ば
、
木
の
ぬ
く
も
り

が
感
じ
ら
れ
る
、
新
し
い
空
間
体
験

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

木
は
、
利
用
者
に
開
か
れ
た
、

人
間
が
関
わ
り
や
す
い
材
料

　

小
林
氏
が
都
市
の
木
造
高
層
建
築

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
で

外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
行
う
「
建

築
技
術
論
」
の
講
義
だ
っ
た
。
不
燃

木
質
材
料
を
開
発
し
た
ア
サ
ノ
不
燃

（
※
１
）
の
代
表
に
来
て
も
ら
い
、
話

を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

　

木
は
、
建
築
材
料
と
し
て
見
た
場

合
、
引
っ
張
り
や
圧
縮
に
対
す
る
力

に
対
し
て
強
い
、
鉄
よ
り
も
軽
い
、

断
熱
性
に
優
れ
る
、
調
湿
機
能
が
あ

る
な
ど
、
優
れ
た
特
性
を
い
く
つ
も

持
っ
て
い
る
。
一
方
で
木
は
、
燃
え

や
す
い
、
材
料
の
個
体
差
が
大
き
い

な
ど
の
欠
点
が
あ
り
、
高
層
建
築
に

は
利
用
で
き
な
い
材
料
と
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
品
質
が
均
一

な
不
燃
木
質
材
料
が
開
発

さ
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た
欠

点
が
一
挙
に
解
消
さ
れ
、

高
層
建
築
に
木
を
利
用
す

る
可
能
性
が
大
き
く
広
が

っ
て
く
る
。
小
林
氏
は
、

不
燃
木
質
材
料
の
可
能
性

に
目
を
開
か
さ
れ
、
都
市

に
お
け
る
木
造
高
層
建
築

の
研
究
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。

　

そ
の
過
程
で
小
林
氏
は
、

木
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
う
ひ

▲コンセプト
今回提案する都市は、木造ビルの骨格をなす木

（ビジュアルのなかで、茶色の線で表現されて
いるもの）の表情が外に現れるようにデザイン
した。木造ビルが水と織りなす景観は、自然素
材ならではの調和を生み出し、昔の風景にもな
じむ。時を超えた親しみとヒューマンスケールを
感じさせる。

（背景の浮世絵は、葛飾北斎『冨嶽三十六景』に収載）

２
時
間
耐
火
の
木
質
部
材
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、

最
大
14
階
建
て
の
木
造
高
層
建
築
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

木
造
高
層
建
築
が
建
つ
こ
と
で
、
都
市
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？

都
市
の
木
造
高
層
建
築
に
つ
い
て
考
え
て
き
た

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
の
小
林
博
人
氏
に
、

木
造
高
層
建
築
と
都
市
の
モ
デ
ル
を
提
案
し
て
も
ら
っ
た
。

Proposal



と
つ
気
づ
い
た
。そ
れ
は
、木
が
誰
に

で
も
開
か
れ
た
材
料
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
例
え
ば
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

壁
だ
と
、
利
用
者
が
画
び
ょ
う
ひ
と

つ
留
め
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
木
な
ら
、
利
用
者
が
自
分

で
い
ろ
い
ろ
と
手
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」

　

木
造
建
築
に
対
し
て
は
、
木
と
い

う
材
料
そ
の
も
の
の
環
境
面
の
メ
リ

ッ
ト
が
ま
ず
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、

木
は
切
っ
た
り
削
っ
た
り
と
い
う
加

工
が
し
や
す
く
、新
築
時
も
改
修
時

も
、
利
用
者
自
身
が
関
わ
り
や
す
い

材
料
な
の
で
あ
る
。
自
分
た
ち
で
関

与
で
き
れ
ば
、
そ
の
建
物
に
は
よ
り

愛
着
が
わ
き
、
当
事
者
意
識
も
増
す

だ
ろ
う
。
小
林
氏
は
、
そ
の
点
が
重

要
だ
と
強
調
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
木
造
高
層
建
築
を
、

従
来
の
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築

と
同
じ
や
り
方
で
つ
く
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
の
考
え
方
は
何
ら
か

の
方
法
で
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
小
林
氏
は
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え

て
い
る
の
だ
。

都
市
や
建
築
を

人
間
に
再
び
近
づ
け
る
た
め
に

　
「
都
市
に
は
、
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
ビ
ル
が
数
多
く
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
、
人
間
と
建
築
の
関
係
が

疎
遠
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
都
市
に

住
む
と
は
、
何
ら
か
の
無
理
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」

　

小
林
氏
は
以
前
、
大
規
模
な
ビ
ル

の
設
計
を
主
に
手
が
け
る
大
手
設
計

事
務
所
で
働
い
て
い
た
。
ま
た
、
現

在
も
、
米
国
の
大
手
設
計
事
務
所
Ｓ

Ｏ
Ｍ
（
※
２
）
の
日
本
代
表
を
務
め
、

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
な
ど
の
開
発
に

関
わ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ビ
ル
設
計

の
第
一
人
者
だ
か
ら
こ
そ
、
口
か
ら

出
た
こ
の
言
葉
は
重
い
。

　
「
超
高
層
建
築
の
魅
力
は
な
く
な

ら
な
い
し
、
そ
の
需
要
は
今
後
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を

僕
は
決
し
て
否
定
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
高
さ
や
大
き
さ
で
存
在
感
を
主

張
す
る
以
外
の
や
り
方
も
あ
る
と
思

う
の
で
す
。そ
の
時
、自
然
に
近
く
、

利
用
者
が
関
わ
り
や
す
い

材
料
で
あ
る
木
材
が
脚
光

を
浴
び
る
で
し
ょ
う
。都
市

や
建
築
と
人
間
を
再
び
近
づ

け
る
た
め
に
、
木
造
高
層
建

築
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
す
」

　

木
造
高
層
建
築
が
建
ち
並

ぶ
人
間
的
な
都
市
へ
。そ
の

一
歩
を
小
林
氏
は
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い
る
。

※
２
：
正
式
名
称
は
、Skidm

ore, 
O
w
ings &

 M
errill LLP

。

１
９
３
６
年
に
シ
カ
ゴ
に
設
立
さ
れ
た

大
手
設
計
事
務
所
で
、
主
に
大
規
模

商
業
施
設
、
超
高
層
ビ
ル
を
手
が
け

て
い
る
。

▲住居
提案された木造ビル内にある住居。木造の特徴は、建物を支える構造体そのものが
インテリアの仕上げになる点にある。木は、軽鉄の下地や壁紙貼りなどの仕上げ工程
なしで、あたたかみのある、居心地のいい空間をつくれる材料なのだ。

▲街並み
都心にある川沿いのビルを木造建築にすることで、街全体に柔らかな表情が生まれる。



不
燃
技
術
が
可
能
性
を
開
く

　

僕
が
木
造
高
層
建
築
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
を
設
計
し
よ
う
と
考
え
た
の
は

今
か
ら
４
～
５
年
前
で
す
。
木
造
高

層
建
築
が
ま
だ
な
か
っ
た
頃
で
す
が
、

日
本
で
は
不
燃
木
質
材
料
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
不
燃
技
術
が
さ
ら

に
進
歩
し
、
国
土
交
通
省
の
２
時
間
耐
火
認
定
を
取
得
で
き
れ
ば
、
最
大

14
階
の
木
造
建
築
を
建
て
ら
れ
る
。
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、

14
階
建
て
の
木
塔
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
設
計
し
て
み
た
の
で
す
。

　

参
考
に
し
た
の
は
、
日
本
の
伝
統
建
築
で
あ
る
五
重
塔
で
し
た
。
五
重

塔
の
よ
う
に
建
物
の
中
央
に
心
柱
と
し
て
階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
入
る

中
心
軸
を
作
り
、
そ
の
周
辺
に
た
く
さ
ん
の
木
を
寄
せ
集
め
て
部
屋
を
つ

く
る
こ
と
で
、
地
震
に
強
い
柔
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
構
造

材
に
は
不
燃
Ｌ
Ｖ
Ｌ
パ
ネ
ル
を
使
用
し
、
パ
ネ
ル
同
士
は
、
切
り
込
み
な

ど
を
入
れ
て
つ
な
げ
て
い
く
日
本
の
伝
統
工
法
を
想
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
都
市
の
な
か
で
、
木
造
建
築
は
亜
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
で
は
も
と
も
と
木
造
建
築
が
主
流
で
し
た
し
、
日
本
の
都
市
の
な
か
に

木
造
建
築
が
入
っ
て
く
る
と
、
し
っ
く
り
落
ち
着
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
伝

統
的
な
木
造
建
築
の
智
恵
と
最
先
端
の
不
燃
技
術
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
木

造
建
築
の
新
し
い
可
能
性
が
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ー
テ
ク
と
ハ
イ
テ
ク
の
融
合

　

都
市
に
木
造
高
層
建
築
を
つ
く
る
意
義
を
認
識
し
た
、
も
う
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
は
、
近
年
、

学
生
と
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
る
簡
易
木
造
建

築
の
ベ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
合
板
の

可
能
性
を
追
求
す
る
目

的
で
取
り
組
み
始
め
、

今
年
、
数
え
て
4
軒
目

を
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ボ
ホ
ー
ル
島
に
保
育
園
と
し
て
建
て
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、
フ
ァ
ブ
ラ
ボ（
※

1
）と
呼
ば
れ
る「
小
さ
な
工
場
」が
現
地
に
あ
り
、C
N
C
ル
ー
タ
ー（
※
2
）

を
使
用
で
き
た
こ
と
で
す
。
今
回
、
僕
た
ち
は
、
C
N
C
ル
ー
タ
ー
で
合

板
か
ら
構
造
体
を
切
り
出
し
て
組
み
立
て
、
外
装
は
現
地
で
入
手
で
き
る

竹
を
編
ん
で
つ
く
り
ま
し
た
。
い
わ
ば
ロ
ー
テ
ク
と
ハ
イ
テ
ク
が
融
合
し

た
よ
う
な
仕
組
み
で
す
が
、
こ
れ
を
都
市
に
持
ち
込
め
ば
、
自
分
た
ち
の

手
の
う
ち
に
あ
る
建
築
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
造
住
宅
な
ら
す
ぐ

に
適
用
で
き
ま
す
し
、
木
造
高
層
建
築
に
も
応
用
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
今
、
環
境
問
題
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
地

方
再
生
の
一
環
と
し
て
林
業
の
復
興
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
不
燃
技
術
な
ど
を
使
っ
て
都
市
を
木
造
化
し
、
国
産
材

の
消
費
を
適
切
に
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
都
市
の
木
造
化
は
、
21
世

紀
の
日
本
に
お
け
る
新
し
い
切
り
口
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
1
：
デ
ジ
タ
ル
工
作
機
械
を
備
え
た
自
作
工
房
。

※
2
：
デ
ジ
タ
ル
工
作
機
械
の
一
種
で
、
木
な
ど
を
削
り
、
部
品
を
切
り
出
し
た
り
す
る
の
に
用

い
る
。
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と
つ
気
づ
い
た
。そ
れ
は
、木
が
誰
に

で
も
開
か
れ
た
材
料
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
例
え
ば
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

壁
だ
と
、
利
用
者
が
画
び
ょ
う
ひ
と

つ
留
め
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
木
な
ら
、
利
用
者
が
自
分

で
い
ろ
い
ろ
と
手
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」

　

木
造
建
築
に
対
し
て
は
、
木
と
い

う
材
料
そ
の
も
の
の
環
境
面
の
メ
リ

ッ
ト
が
ま
ず
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、

木
は
切
っ
た
り
削
っ
た
り
と
い
う
加

工
が
し
や
す
く
、新
築
時
も
改
修
時

も
、
利
用
者
自
身
が
関
わ
り
や
す
い

材
料
な
の
で
あ
る
。
自
分
た
ち
で
関

与
で
き
れ
ば
、
そ
の
建
物
に
は
よ
り

愛
着
が
わ
き
、
当
事
者
意
識
も
増
す

だ
ろ
う
。
小
林
氏
は
、
そ
の
点
が
重

要
だ
と
強
調
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
木
造
高
層
建
築
を
、

従
来
の
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築

と
同
じ
や
り
方
で
つ
く
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
の
考
え
方
は
何
ら
か

の
方
法
で
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
小
林
氏
は
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え

て
い
る
の
だ
。

都
市
や
建
築
を

人
間
に
再
び
近
づ
け
る
た
め
に

　
「
都
市
に
は
、
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
ビ
ル
が
数
多
く
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
、
人
間
と
建
築
の
関
係
が

疎
遠
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
都
市
に

住
む
と
は
、
何
ら
か
の
無
理
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」

　

小
林
氏
は
以
前
、
大
規
模
な
ビ
ル

の
設
計
を
主
に
手
が
け
る
大
手
設
計

事
務
所
で
働
い
て
い
た
。
ま
た
、
現

在
も
、
米
国
の
大
手
設
計
事
務
所
Ｓ

Ｏ
Ｍ
（
※
２
）
の
日
本
代
表
を
務
め
、

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
な
ど
の
開
発
に

関
わ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ビ
ル
設
計

の
第
一
人
者
だ
か
ら
こ
そ
、
口
か
ら

出
た
こ
の
言
葉
は
重
い
。

　
「
超
高
層
建
築
の
魅
力
は
な
く
な

ら
な
い
し
、
そ
の
需
要
は
今
後
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を

僕
は
決
し
て
否
定
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
高
さ
や
大
き
さ
で
存
在
感
を
主

張
す
る
以
外
の
や
り
方
も
あ
る
と
思

う
の
で
す
。そ
の
時
、自
然
に
近
く
、

利
用
者
が
関
わ
り
や
す
い

材
料
で
あ
る
木
材
が
脚
光

を
浴
び
る
で
し
ょ
う
。都
市

や
建
築
と
人
間
を
再
び
近
づ

け
る
た
め
に
、
木
造
高
層
建

築
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
す
」

　

木
造
高
層
建
築
が
建
ち
並

ぶ
人
間
的
な
都
市
へ
。そ
の

一
歩
を
小
林
氏
は
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い
る
。

※
２
：
正
式
名
称
は
、Skidm

ore, 
O

w
ings &

 M
errill LLP

。

１
９
３
６
年
に
シ
カ
ゴ
に
設
立
さ
れ
た

大
手
設
計
事
務
所
で
、
主
に
大
規
模

商
業
施
設
、
超
高
層
ビ
ル
を
手
が
け

て
い
る
。

◀ 2014年夏、ボホール島
につくられた保育園。州知
事は地元林業の振興とい
う観点からも共感してく
れたという。

E p i l o g u e

1988年京都大学大学院修士
課程修了。日建設計、京都
大学助手、ハーヴァード大
学大学院修士・博士・Vis it-
ing Associateなどを経て、
2003年小林・槇デザインワ
ークショップ代表に、2004年
SOM日本代表に就任した。
2005年慶應義塾大学准教授
に着任し、2012年より教授。
東日本大震災を契機に合板
を用いた建築における住環
境の改善を図るプロジェクト
を推進し、新しい木造建築の
創造も目指している。

小
林 

博
人
氏

こ
ば
や
し
・
ひ
ろ
と

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院 

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科 

教
授

株
式
会
社
小
林
・
槇
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

代
表

Skidm
ore, O

w
ings &

 M
errill LLP

（SO
M

） 日
本
代
表

▲住居
提案された木造ビル内にある住居。木造の特徴は、建物を支える構造体そのものが
インテリアの仕上げになる点にある。木は、軽鉄の下地や壁紙貼りなどの仕上げ工程
なしで、あたたかみのある、居心地のいい空間をつくれる材料なのだ。

▶小林氏が2012年に考案し
た木塔プロトタイプ。コア、
内壁、床、外装の順に LVL
パネルを組み立てていく。

▲街並み
都心にある川沿いのビルを木造建築にすることで、街全体に柔らかな表情が生まれる。



ユ

ー

ザ

ー

訪

問

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
再
開
発

　

長
野
駅
善
光
寺
口
を
出
る
と
、

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
の
雄
壮

な
姿
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

駅
前
は
善
光
寺
を
訪
れ
る
人
で

賑
わ
う
ほ
か
、
東
京
か
ら
の
接
続

も
よ
い
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に
も
な

っ
て
い
る
。
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ

長
野
を
建
設
す
る
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
ビ
ル
を

運
営
・
管
理
す
る
株
式
会
社
ウ
エ

ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野 

代
表
取
締
役

社
長
の
宇
都
宮
健
雄
氏
は
こ
う

語
る
。

　
「
１
９
９
８
年
に
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
と
き
、
地
権
者
の
思
い
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
駅
前
再
開
発

が
具
体
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

も
と
も
と
長
野
県
一
の
駅
前
だ

と
自
負
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
訪
れ
る
人
々
に
対

し
て
は
、
こ
の
地
が
長
野
県
の

〝
顔
〞と
な
り
ま
す
し
、担
う
べ
き

公
共
的
な
役
割
も
大
き
い
。
そ

う
し
た
強
い
思
い
で
我
々
地
権
者

が
連
日
勉
強
会
を
開
き
、
駅
前
に

ふ
さ
わ
し
い
ビ
ル
を
考
え
ま
し

た
。
現
在
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
空
き

も
な
く
、
１
０
０
％
稼
働
の
状
態

で
す
」

　

長
野
駅
は
１
８
８
８（
明
治
21
）

年
に
開
業
。
乗
り
入
れ
る
路
線

の
関
係
で
、
東
京
方
面
だ
け
で
な

く
、
名
古
屋
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
よ
い
。
そ
し
て
今
、
何
よ
り
期

待
を
集
め
る
の
が
、
２
０
１
５
年

３
月
に
金
沢
駅
ま
で
延
伸
予
定

の
北
陸
新
幹
線
だ
。

　
「
今
ま
で
富
山
県
や
石
川
県
は
、

近
く
て
遠
い
県
で
し
た
が
、
新
幹

線
の
延
伸
に
よ
り
、
商
業
圏
と
し

て
結
び
つ
く
は
ず
で
す
。
東
京

の
企
業
が
長
野
に
拠
点
を
置
い

て
北
陸
を
目
指
す
戦
略
も
考
え

ら
れ
ま
す
」（
宇
都
宮
氏
）

　

現
在
、
長
野
駅
前
で
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
機
能
を
備
え
て
い
る
の
は

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
だ
け
だ
。

ビ
ル
前
に
は
、
高
速
バ
ス
の
停
留

所
が
２
つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
駅

ビ
ル
と
直
結
す
る
デ
ッ
キ
の
建

設
も
進
行
中
で
、
ビ
ル
の
価
値
は

今
後
い
っ
そ
う
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
従
来
は
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
オ
フ

ィ
ス
を
求
め
る
事
業
者
が
少
な

く
な
か
っ
た
も
の
の
、
新
幹
線
の

延
伸
に
よ
り
長
野
駅
前
に
回
帰

す
る
事
業
者
が
現
れ
た
。
ま
た
、

歴
史
的
に
長
野
市
は
、
豪
雨
や
台

風
、
地
震
な
ど
の
被
害
が
比
較
的

少
な
い
。
東
京
へ
の
集
中
を
避

け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観

宇都宮 健雄氏 うつのみや・たけお
株式会社ウエストプラザ長野
代表取締役社長

山本 敏夫氏 やまもと・としお
株式会社ウエストプラザ長野
管理責任者

interview

空
調
熱
源
設
備
を
一
新
し
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅
に

削
減
す
る
と
と
も
に
、省
エ
ネ
化
を
実
現

長
野
駅
前
の
一
等
地
に
位
置
す
る
大
型
商
業
ビ
ル
、
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
。

2
0
1
5
年
3
月
、
長
野
駅
か
ら
金
沢
駅
へ
の
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
を
控
え
、

そ
の
時
代
の
変
化
を
見
す
え
て
、
空
調
熱
源
設
備
を
一
新
し
た
。

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
、
長
野
県
の「
顔
」と
し
て
、

ま
た
県
内
有
数
の
利
便
性
を
誇
る
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

今
回
は
空
調
熱
源
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
経
緯
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野

vol.8

導入事例

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
設
備
に
関
す
る

環
境
・
省
エ
ネ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
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ユ

ー

ザ

ー

訪

問

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
再
開
発

　

長
野
駅
善
光
寺
口
を
出
る
と
、

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
の
雄
壮

な
姿
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

駅
前
は
善
光
寺
を
訪
れ
る
人
で

賑
わ
う
ほ
か
、
東
京
か
ら
の
接
続

も
よ
い
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に
も
な

っ
て
い
る
。
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ

長
野
を
建
設
す
る
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
ビ
ル
を

運
営
・
管
理
す
る
株
式
会
社
ウ
エ

ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野 

代
表
取
締
役

社
長
の
宇
都
宮
健
雄
氏
は
こ
う

語
る
。

　
「
１
９
９
８
年
に
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
と
き
、
地
権
者
の
思
い
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
駅
前
再
開
発

が
具
体
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

も
と
も
と
長
野
県
一
の
駅
前
だ

と
自
負
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
訪
れ
る
人
々
に
対

し
て
は
、
こ
の
地
が
長
野
県
の

〝
顔
〞と
な
り
ま
す
し
、担
う
べ
き

公
共
的
な
役
割
も
大
き
い
。
そ

う
し
た
強
い
思
い
で
我
々
地
権
者

が
連
日
勉
強
会
を
開
き
、
駅
前
に

ふ
さ
わ
し
い
ビ
ル
を
考
え
ま
し

た
。
現
在
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
空
き

も
な
く
、
１
０
０
％
稼
働
の
状
態

で
す
」

　

長
野
駅
は
１
８
８
８（
明
治
21
）

年
に
開
業
。
乗
り
入
れ
る
路
線

の
関
係
で
、
東
京
方
面
だ
け
で
な

く
、
名
古
屋
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
よ
い
。
そ
し
て
今
、
何
よ
り
期

待
を
集
め
る
の
が
、
２
０
１
５
年

３
月
に
金
沢
駅
ま
で
延
伸
予
定

の
北
陸
新
幹
線
だ
。

　
「
今
ま
で
富
山
県
や
石
川
県
は
、

近
く
て
遠
い
県
で
し
た
が
、
新
幹

線
の
延
伸
に
よ
り
、
商
業
圏
と
し

て
結
び
つ
く
は
ず
で
す
。
東
京

の
企
業
が
長
野
に
拠
点
を
置
い

て
北
陸
を
目
指
す
戦
略
も
考
え

ら
れ
ま
す
」（
宇
都
宮
氏
）

　

現
在
、
長
野
駅
前
で
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
機
能
を
備
え
て
い
る
の
は

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
だ
け
だ
。

ビ
ル
前
に
は
、
高
速
バ
ス
の
停
留

所
が
２
つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
駅

ビ
ル
と
直
結
す
る
デ
ッ
キ
の
建

設
も
進
行
中
で
、
ビ
ル
の
価
値
は

今
後
い
っ
そ
う
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
従
来
は
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
オ
フ

ィ
ス
を
求
め
る
事
業
者
が
少
な

く
な
か
っ
た
も
の
の
、
新
幹
線
の

延
伸
に
よ
り
長
野
駅
前
に
回
帰

す
る
事
業
者
が
現
れ
た
。
ま
た
、

歴
史
的
に
長
野
市
は
、
豪
雨
や
台

風
、
地
震
な
ど
の
被
害
が
比
較
的

少
な
い
。
東
京
へ
の
集
中
を
避

け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観

点
か
ら
長
野
に
拠
点
を
分
散
さ

せ
る
動
き
も
見
ら
れ
、
そ
う
し
た

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
市
場
の
新
し
い
流

れ
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が
ウ
エ

ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
な
の
で
あ
る
。

「
も
っ
た
い
な
い
」の
精
神
で

始
め
た
省
エ
ネ

　

そ
ん
な
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野

が
省
エ
ネ
を
志
し
た
き
っ
か
け

は
、「
こ
の
ビ
ル
は
電
力
使
用
量

が
ず
ば
抜
け
て
多
い
」と
い
う
電

力
会
社
の
検
針
員
の
ひ
と
言
で

あ
る
。
管
理
責
任
者
の
山
本
敏
夫

氏
が
さ
っ
そ
く
周
囲
の
ビ
ル
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
と
お
り
だ

っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
れ
が
２
０
０
６
年
で
、
い

わ
ば
私
ど
も
の〝
省
エ
ネ
元
年
〞

で
す
ね
。
当
時
は
、
省
エ
ネ
と
い

う
よ
り〝
も
っ
た
い
な
い
〞と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
」と
山
本
氏
は
振
り
返
る
。

　

山
本
氏
は
ま
ず
、
人
の
い
な
い

場
所
の
照
明
を
消
し
、
空
調
を
止

め
る
な
ど
の
具
体
策
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
省
エ
ネ
に
は
、
何
が

い
つ
ど
れ
く
ら
い
の
電
気
を
使
っ

て
い
る
か
の
デ
ー
タ
管
理
と
分
析

◉ウエストプラザ長野 全景

住所：〒380-0825 長野県長野市末広町1355-5　電話：026-228-2121
施設：鉄骨造一部鉄骨鉄筋コンクリート造、地上10階地下1階建て、延床面積11,304㎡
概要：長野オリンピックの前年、1997年11月28日に商業ビルとして竣工。善光寺の門前にともる行灯（あんどん）のイメージを外観デザインに取り入れている。
郵便局、大型書店のほか、各種企業のオフィス、飲食店が入居し、金融機関のATMも備えている。立体駐車場と地下駐輪場もある。

宇都宮 健雄氏 うつのみや・たけお
株式会社ウエストプラザ長野
代表取締役社長

山本 敏夫氏 やまもと・としお
株式会社ウエストプラザ長野
管理責任者

interview

空
調
熱
源
設
備
を
一
新
し
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅
に

削
減
す
る
と
と
も
に
、省
エ
ネ
化
を
実
現

長
野
駅
前
の
一
等
地
に
位
置
す
る
大
型
商
業
ビ
ル
、
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
。

2
0
1
5
年
3
月
、
長
野
駅
か
ら
金
沢
駅
へ
の
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
を
控
え
、

そ
の
時
代
の
変
化
を
見
す
え
て
、
空
調
熱
源
設
備
を
一
新
し
た
。

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
、
長
野
県
の「
顔
」と
し
て
、

ま
た
県
内
有
数
の
利
便
性
を
誇
る
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

今
回
は
空
調
熱
源
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
経
緯
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野

vol.8

導入事例

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
設
備
に
関
す
る

環
境
・
省
エ
ネ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野

宇都宮氏は、1919（大正8）年に創業された長野最古の老舗タクシー会社、宇都宮タクシー（社名は株式会社宇都宮）の経営者でもある。創業者は宇都宮
駒雄氏で、鉄道が一次交通ならタクシーは二次交通と考え、駅前に拠点を置くために土地を取得した。それが現在、ウエストプラザ長野が建つ土地の
一部となっている。創業当時、日本には国産車がなかったため、業務で使用する自動車はすべて輸入車に頼っていたという（写真を参照）。



が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
２
０
０
９

年
に
は
電
力
デ
マ
ン
ド
監
視
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。
ガ
ス
は
毎
日

デ
ー
タ
を
取
っ
て
グ
ラ
フ
を
作
成

し
、
日
々
行
っ
た
温
度
管
理
も
欠

か
さ
ず
記
録
に
残
し
て
い
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
の「
見
え

る
化
」で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
省
エ
ネ
に
よ
っ
て
、

テ
ナ
ン
ト
に
提
供
す
る
快
適
な
空

間
を
犠
牲
に
は
で
き
な
い
。
省
エ

ネ
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
た
め
、
テ

ナ
ン
ト
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。
す
る
と
、
テ
ナ
ン

ト
も
節
電
の
必
要
性
を
強
く
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
テ
ナ
ン
ト
の
協
力

を
得
て
、節
電
対
策
が
強
化
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、２
０
１
１

年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量（
原

油
換
算
）は
７
０
８
㎘
に
な
り
、

２
０
０
６
年
比
で
16
％
の
削

減
に
成
功
し
た（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
「
こ
の
数
字
は
、
機
器
を
効

率
的
に
使
う
人
的
な
努
力
で

達
成
し
た
も
の
で
す
。
同
年

に
は
、
県
の
環
境
保
全
協
会

に
検
証
を
依
頼
し
、
２
０
０
６

年
比
で
25
％
と
い
う
削
減
目

標
を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
的
努
力
だ
け
で

こ
れ
以
上
省
エ
ネ
を
進
め
る

の
は
難
し
く
、
こ
こ
ま
で
を

ス
テ
ッ
プ
１
と
す
れ
ば
、
ス

テ
ッ
プ
２
は
機
器
の
高
効
率

化
が
必
要
だ
ろ
う
と
判
断
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
完
結
し
て

く
れ
た
の
が
東
芝
さ
ん
で
す
」

（
山
本
氏
）

東
芝
グ
ル
ー
プ
と
出
会
い
、

空
調
熱
源
設
備
の
更
新
へ

　

省
エ
ネ
は
必
要
で
も
、
改
修
に

は
費
用
が
か
か
る
。
ウ
エ
ス
ト

プ
ラ
ザ
長
野
で
は
、
各
種
補
助
金

を
研
究
し
、
ま
ず
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
な
ど
に
活
用
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
２
０
１
２
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
は
６
２
９
㎘
と
な
り
、

25
％
削
減
と
い
う
目
標
を
達
成

し
た
。

◉屋上に設置されたユニバーサルスマートX（USX）の室外機
今回、ウエストプラザ長野には10台のUSXが導入された。USXは、狭いスペースに対応できるほか、一部だけ運転することもできるため、空調全体を止め
ずに、メンテナンスすることも可能。

◉ウエストプラザ長野のエネルギー使用量の推移
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原
油
換
算
）
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人的努力
・無人の場所の消灯
・無人の場所の空調停止
・エネルギー使用状況の
　「見える化」

機器の高効率化
・照明の LED化
・USXの導入
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が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
２
０
０
９

年
に
は
電
力
デ
マ
ン
ド
監
視
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。
ガ
ス
は
毎
日

デ
ー
タ
を
取
っ
て
グ
ラ
フ
を
作
成

し
、
日
々
行
っ
た
温
度
管
理
も
欠

か
さ
ず
記
録
に
残
し
て
い
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
の「
見
え

る
化
」で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
省
エ
ネ
に
よ
っ
て
、

テ
ナ
ン
ト
に
提
供
す
る
快
適
な
空

間
を
犠
牲
に
は
で
き
な
い
。
省
エ

ネ
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
た
め
、
テ

ナ
ン
ト
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。
す
る
と
、
テ
ナ
ン

ト
も
節
電
の
必
要
性
を
強
く
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
テ
ナ
ン
ト
の
協
力

を
得
て
、節
電
対
策
が
強
化
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、２
０
１
１

年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量（
原

油
換
算
）は
７
０
８
㎘
に
な
り
、

２
０
０
６
年
比
で
16
％
の
削

減
に
成
功
し
た（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
「
こ
の
数
字
は
、
機
器
を
効

率
的
に
使
う
人
的
な
努
力
で

達
成
し
た
も
の
で
す
。
同
年

に
は
、
県
の
環
境
保
全
協
会

に
検
証
を
依
頼
し
、
２
０
０
６

年
比
で
25
％
と
い
う
削
減
目

標
を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
的
努
力
だ
け
で

こ
れ
以
上
省
エ
ネ
を
進
め
る

の
は
難
し
く
、
こ
こ
ま
で
を

ス
テ
ッ
プ
１
と
す
れ
ば
、
ス

テ
ッ
プ
２
は
機
器
の
高
効
率

化
が
必
要
だ
ろ
う
と
判
断
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
完
結
し
て

く
れ
た
の
が
東
芝
さ
ん
で
す
」

（
山
本
氏
）

東
芝
グ
ル
ー
プ
と
出
会
い
、

空
調
熱
源
設
備
の
更
新
へ

　

省
エ
ネ
は
必
要
で
も
、
改
修
に

は
費
用
が
か
か
る
。
ウ
エ
ス
ト

プ
ラ
ザ
長
野
で
は
、
各
種
補
助
金

を
研
究
し
、
ま
ず
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
な
ど
に
活
用
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
２
０
１
２
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
は
６
２
９
㎘
と
な
り
、

25
％
削
減
と
い
う
目
標
を
達
成

し
た
。

　
「
し
か
し
、
照
明
だ
け
で
こ
れ

ほ
ど
省
エ
ネ
で
き
る
な
ら
、
ビ
ル

で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
空
調
も
高
効
率
化
す
べ
き
と

考
え
ま
し
た
。
従
来
の
空
調
設

備
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
次
第
で
ま

だ
数
年
使
え
そ
う
で
し
た
が
、
そ

の
コ
ス
ト
を
考
慮
す
る
と
、
入

れ
替
え
る
べ
き
と
考
え
ま
し
た
」

（
山
本
氏
）

　

山
本
氏
は
空
調
設
備
を
研
究
し

な
が
ら
、
２
０
１
２
年
、「
ヒ
ー
バ

ッ
ク
ア
ン
ド
ア
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン 

冷
凍
・
空
調
・
暖
房
展
」（
東
京
）に

足
を
運
ぶ
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

の
が
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
熱
源
機

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
マ
ー
ト
Ｘ

（
以
下
、
Ｕ
Ｓ
Ｘ
）」だ
。
開
発
元
の

東
芝
キ
ヤ
リ
ア
の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
、
検
討
を
重
ね
た
。

同
年
、
複
数
社
に
空
調
改
修
案
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も

ら
い
、
最
終
的
に
東
芝
グ
ル
ー
プ

が
提
案
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｘ
を
採
用
し

た
。
山
本
氏
は
決
め
手
に
つ
い

て
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
初
期
費
用
は
各
社
ほ
ぼ
同
じ

で
し
た
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｘ
は
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
抜
き
ん
出
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
従
来
は
冷
暖
の
切

り
替
え
に
日
数
を
要
し
た
の
に

対
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｘ
は
ス
イ
ッ
チ
ひ
と

つ
で
す
ぐ
に
切
り
替
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
常
に
快
適
な
空
間
を
テ

ナ
ン
ト
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
当
ビ
ル
に
は
最
適
な
シ

ス
テ
ム
で
し
た
」

　

山
本
氏
は
補
助
金
の
申
請
に

つ
い
て
も
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
と

手
を
携
え
て
実
現
し
た
と
い
う
。

更
新
の
結
果
、
２
０
１
３
年
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
５
７
０

㎘
と
な
り
、
２
０
０
６
年
比
で
32

％
も
削
減
で
き
た（
グ
ラ
フ
参
照
）。

ま
た
、
U
S
X
等
の
補
助
金
対
象

設
備
は
、
年
間
70
・1
㎘
の
削
減

目
標
と
し
て
申
請
し
た
が
、
最
終

的
に
は
78・８
㎘（
削
減
率
38・8
％
）

を
達
成
す
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

ビ
ル
の
価
値
向
上
を
目
指
し
、

今
後
も
ビ
ル
の
改
善
を
継
続

　

ス
テ
ッ
プ
２
が
完
結
し
た
今
、

ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
は
省
エ

ネ
を
今
後
ど
う
展
開
し
て
い
く

の
か
。
山
本
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
ま
ず
こ
の
１
年
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
そ
の
う
え
で
設
備
の
設

定
や
使
い
方
の
改
善
で
シ
ス
テ

ム
の
可
能
性
を
も
っ
と
引
き
出

し
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
を
目
指
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
人
的
努
力
に

よ
る
省
エ
ネ
も
継
続
し
ま
す
」

　

ま
た
、
今
回
の
成
果
を
踏
ま
え
、

宇
都
宮
氏
は
こ
う
述
べ
た
。

　
「
大
切
な
の
は
、
立
地
の
よ
さ

に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
テ
ナ
ン
ト

に
最
良
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
ビ
ル
の
改

善
は
、
こ
の
地
域
の
発
展
同
様
、

ビ
ル
の
価
値
向
上
、
ひ
い
て
は
テ

ナ
ン
ト
の
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」

　

長
野
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
、
進

化
し
続
け
る
ビ
ル
で
あ
る
た
め

に
、
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
が
今

後
も
、
日
々
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

◉屋上に設置されたユニバーサルスマートX（USX）の室外機
今回、ウエストプラザ長野には10台のUSXが導入された。USXは、狭いスペースに対応できるほか、一部だけ運転することもできるため、空調全体を止め
ずに、メンテナンスすることも可能。

東芝エレベータ 長野支店が入居しているビル

「総合窓口」として、
顧客にはレスポンスよく真摯に対応

　今回、東芝グループの「総合窓口」の役割を果たしたのは、東芝エレベータ 
長野支店の小林だ。ウエストプラザ長野には、東芝エレベータのエレベー
ターやエスカレーターが導入されており、これまで主にメンテナンスを通
して長い付き合いがあったからだ。小林は、空調についての問い合わせを
受け、レスポンスよく真摯に対応を続けてきた。「東芝キヤリアの優れた製
品と当社の豊かな工事経験を活かせたから、ご要望にお応えできたと思い
ます」という。
　実は、設備納入後の冬場、思うように省エネ効果を出せなかった時期が
あった。空調は、それを使用する自然環境が大きく影響する繊細な機器だ。
小林はグループ各社に逐次迅速に報告と指示を発し、連日の検討を重ねて、
対応を続けた。設備の実力を引き出せたのはその結果だ。
　ウエストプラザ長野には、空調設備を更新した後、既設の防犯カメラを
すべて更新しただけでなく、その増設分も受注した。小林はこう語る。
　「今後も、エレベーターやエスカレーター以外のどのようなことであって
も、東芝グループの力を結集して、お客さまからの要望に応えていきたい
と思います。そのためにはやはり、日々お客さまとともに現場で仕事をする
ことが欠かせません」
　小林は、顧客のニーズに合致した提案をするために、今後も常に顧客と
ともに歩んでいく。

小林 浩
こばやし・ひろし

東芝エレベータ
北関東支社 長野支店
主任

多くの協力を得て深夜の入れ替え工事を完遂

　今回、工事用に空調を止めてもよい期間として山本氏から提示されたのは
10月末からの2週間で、機器の入れ替えはすべてこの期間に行った。ただ
し、入れ替えはビル駅側の大通りに巨大なクレーンとトレーラーを置いて
の工事となり、前例のない交通規制を伴う深夜の大作戦となった。工事の
全体指揮を執った東芝エレベータ 生産・建設本部の村上は「警察から交通
規制の許可を得るため、近隣マンション、ホテル、バス会社、商工会などを
回り、同意書をいただきました。ただ、クレーンを実質的に動かせるのは
毎夜4時間だけで、一晩に16往復しかさせられません。無駄な動きは一切
許されない工事でした」と振り返る。村上らは、古い設備を日中に切断・分
解しておき、夜に降ろして新しい機器を上げた。
　また、ウエストプラザ長野には休みがなく、入居テナントの業態や営業
時間も様々である。ATMや飲食店の冷蔵・冷凍庫向けのバックアップ電源
の設置といった設備上の対応はもちろん、村上はテナントの営業に一切影
響を与えないよう、工程の調整・会議を毎週行い、掲示を徹底した。工事
関係者の行動規則や範囲も綿密に設定して指導。過去の工事のトラブル
事例も調査し、細心の注意を払いながら入れ替えを終えた。村上は「工事
を無事完了できたのは、テナントさまはじめ多くの方にご協力いただけた
からです」と感謝する。

村上 光芳
むらかみ・みつよし

東芝エレベータ
生産・建設本部 建設統括部
ビルファシリティー工事技術部
東日本ビルファシリティー工事技術担当

メーカーの立場から

◉ウエストプラザ長野のエネルギー使用量の推移
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　「見える化」

機器の高効率化
・照明の LED化
・USXの導入
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槇 
文
彦
さ
ん
（
建
築
家
）

様
々
な
本
と
の
出
会
い

　

建
築
家
の
槇
文
彦
さ
ん
に
お

話
を
伺
う
た
め
、
東
急
代
官
山

駅
か
ら
旧
山
手
通
り
沿
い
に
続

く
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
を
横
目

に
、槇
さ
ん
の
建
築
事
務
所
へ
と

向
か
っ
た
。
こ
の
ヒ
ル
サ
イ
ド

テ
ラ
ス（
※
）
は
槇
さ
ん
の
代
表

作
の
ひ
と
つ
だ
。
事
務
所
に
到

着
す
る
と
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
物

腰
の
槇
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
た
。

世
界
的
に
も
著
名
な
槇
さ
ん
は
、

つ
い
先
日
も
海
外
へ
出
張
し
て

き
た
ば
か
り
だ
と
い
う
。

　

さ
っ
そ
く「
私
の
忘
れ
ら
れ
な

い
本
」に
話
題
を
向
け
る
と
、「
僕

の
場
合
、１
冊
の
本
に
絞
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
様
々
な
本
を

読
む
こ
と
で
、
そ
の
都
度
刺
激

を
受
け
て
き
ま
し
た
」と
の
答
え
。

そ
こ
で
、そ
の
刺
激
を
受
け
て
き

た
本
に
つ
い
て
、お
聞
き
し
て
み

る
と

│
。

　

槇
さ
ん
の
本
と
の
出
会
い
は
、

中
学
・
高
校
時
代
に
遡
る
。
当
時

は
太
平
洋
戦
争
の
最さ

な
か中
で
、す
で

に
東
京
の
学
校
は
授
業
ど
こ
ろ

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
学
徒

動
員
で
防
空
壕
掘
り
や
工
場
の

手
伝
い
へ
と
駆
り
出
さ
れ
る
毎

日
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
た
だ
、そ
の
合
間
、例
え
ば
旋

盤
の
前
に
座
っ
て
い
る
時
な
ど

に
、け
っ
こ
う
本
を
読
む
時
間
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
ロ
シ
ア
の
作

家
な
ら
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
、フ
ラ
ン
ス
の
作
家

な
ら
バ
ル
ザ
ッ
ク
や
ジ
ッ
ド
と

い
う
よ
う
に
。
い
ず
れ
も
翻
訳

で
し
た
が
、
日
本
語
は
非
常
に

優
れ
た
言
語
で
す
か
ら
、原
文
で

な
く
て
も
充
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

旅
と
本
と
建
築
と

　

戦
後
、東
京
大
学
の
建
築
学
科

を
卒
業
し
た
槇
さ
ん
は
、ア
メ
リ

カ
へ
渡
り
、さ
ら
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー

ド
大
学
大
学
院
で
建
築
を
学
ん

だ
。
大
学
院
修
了
後
は
、ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い

た
が
、
グ
ラ
ハ
ム
基
金（
建
築
家
・

芸
術
家
に
与
え
ら
れ
る
奨
学
金
）を

も
ら
っ
た
の
を
機
に
、１
９
５
９

年
と
60
年
の
二
度
、今
ま
で
行
っ

た
こ
と
の
な
い
場
所
へ
行
っ
て

み
よ
う
と
思
い
立
ち
、一
時
帰
国

し
た
東
京
か
ら
、
西
へ
向
か
っ

て
旅
を
開
始
し
た
。
自
身「
西
方

へ
の
旅
」と
名
づ
け
た
こ
の
旅
で
、

槇
さ
ん
は
東
京
か
ら
香
港
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、

そ
し
て
シ
リ
ア
の
首
都
・
ダ
マ
ス

カ
ス
へ
と
い
う
コ
ー
ス
を
た
ど

っ
て
進
ん
で
い
っ
た
。

　
「
な
ぜ
、
ダ
マ
ス
カ
ス
へ
行
っ

た
か
と
い
う
と
、
ヨ
ハ
ン
・
ス
ト

リ
ン
ド
ベ
リ
と
い
う
作
家
の『
ダ

マ
ス
カ
ス
へ
』と
い
う
戯
曲
を
読

ん
で
感
動
し
た
か
ら
な
ん
で
す
。

こ
れ
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
な
く
て

は
と
思
い
ま
し
た
」

　

ダ
マ
ス
カ
ス
か
ら
は
さ
ら
に
、

ゴ
ラ
ン
高
原
を
抜
け
、ベ
イ
ル
ー

ト
へ
。す
る
と
、イ
ン
ド
、イ
ラ
ン
、

あ
る
い
は
ダ
マ
ス
カ
ス
も
含
め

て
、そ
れ
ま
で
黄
色
い
砂
漠
色
だ

っ
た
街
が
、こ
こ
に
来
た
と
た
ん
、

い
き
な
り
白
い
家
々
に
変
わ
っ

た
の
だ
。
こ
れ
は
強
烈

な
印
象
と
し
て
槇
さ
ん

の
頭
に
残
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
「
２
０
０
２
年
に
ベ
イ

ル
ー
ト
で
オ
フ
ィ
ス
・
商

業
施
設
の
建
築
コ
ン
ペ

が
行
わ
れ
た
時
、
西
方

へ
の
旅
で
見
た
、
あ
の
白
い
家
々

の
イ
メ
ー
ジ
を
設
計
の
な
か
に

取
り
入
れ
ま
し
た
」

　

幸
い
、こ
の
案
は
好
感
を
も
っ

て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
現
在
は

シ
リ
ア
の
内
戦
で
中
断
し
て
い

る
も
の
の
、
い
ず
れ
建
物
は
完

成
を
み
る
で
あ
ろ
う
。
も
し『
ダ

マ
ス
カ
ス
へ
』を
読
ま
な
け
れ
ば
、

ベ
イ
ル
ー
ト
へ
行
く
こ
と
も
な

か
っ
た
し
、こ
の
案
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。

　

西
方
へ
の
旅
で
は
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
も
訪
れ
て
い
る
。
こ

こ
も
ま
た
ロ
レ
ン
ス・
ダ
レ
ル
の

『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
四
重
奏
』

を
読
ん
で
、
一
度
は
そ
こ
に
描

か
れ
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
地
を

踏
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
は
大
昔
に
破
壊
さ
れ

た
伝
説
の
図
書
館
の
あ
っ
た

場
所
で
も
あ
る
。
槇
さ
ん
は

２
０
０
１
年
、こ
の
地
に
建
っ
た

新
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
図
書
館

の
コ
ン
ペ
に
審
査
員
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
槇
さ
ん
は
、様
々
な

機
会
に
様
々
な
本
を
読
ん
で
は
、

刺
激
を
受
け
続
け
て
き
た
。書
物

の
世
界
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ

つ
つ
、86
歳
と
な
っ
た
今
も
、建
築

家
と
し
て
世
界
各
地
を
飛
び
回
っ

て
い
る
。
槇
さ
ん
の
み
ず
み
ず
し

い
感
性
は
、い
ま
だ
衰
え
を
知
ら

な
い
よ
う
だ
。

『
ダ
マ
ス
カ
ス
へ
』『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
四
重
奏
』ほ
か

み
ち
し
る
べ

※住居・店舗・オフィスからなる複合建築で、1967年から1992年にかけて、
数期に分けて段階的に建設されていった。デザインテーマは一貫しており、
今の代官山の都市文化を形成するうえで大きく寄与している。

『ストリンドベリ名作集』
（『ダマスカスへ』収録）
著者：ヨハン・ストリンドベリ
出版社：白水社

『アレクサンドリア四重奏Ⅰ～Ⅳ』
著者：ロレンス・ダレル
出版社：河出書房新社
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。 ※住居・店舗・オフィスからなる複合建築で、1967年から1992年にかけて、

数期に分けて段階的に建設されていった。デザインテーマは一貫しており、
今の代官山の都市文化を形成するうえで大きく寄与している。

『ストリンドベリ名作集』
（『ダマスカスへ』収録）
著者：ヨハン・ストリンドベリ
出版社：白水社

『アレクサンドリア四重奏Ⅰ～Ⅳ』
著者：ロレンス・ダレル
出版社：河出書房新社



【
城
崎
町
】

き
の
さ
き
ち
ょ
う

兵
庫
県
の
北
、日
本
海
に

ほ
ど
近
い
山
あ
い
に
あ

る
温
泉
街
。
１
３
０
０

年
の
歴
史
を
誇
り
、
江

戸
時
代
に
は
す
で
に
、

温
泉
番
付
で
西
の
関
脇

に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
。

城
崎
町
な
ど
６
市
町
が

２
０
０
５
年
に
対
等
合

併
し
て
成
立
し
た
今
の

豊
岡
市
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
や
出
石（
い
ず
し
）
そ
ば

で
も
有
名
。

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問
し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・
出
演
・
寄
稿
は
年
間
５
０
０
件
を
超
え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な
や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。

第4回

兵
庫
県
豊
岡
市
城
崎
町

き
の
さ
き
ち
ょ
う

城崎町

　

志
賀
直
哉
の「
城
の
崎
に
て
」

で
有
名
な
兵
庫
県
の
城
崎
温

泉
。
小
さ
な
川
の
両
側
に
、
木

造
３
階
建
て
の
旅
館
や
商
店

が
建
ち
並
び
、
古
き
良
き
温
泉

街
の
風
情
が
今
も
保
た
れ
て

い
ま
す
。

　

名
物
は
、
湯
手
形
を
ぶ
ら
下

げ
て
、
下
駄
と
浴
衣
で
回
る

外
湯
巡
り
。
若
い
女
性
の
色

と
り
ど
り
の
浴
衣
姿
が
、
こ
こ

以
上
に
溢
れ
て
い
る
温
泉
街

は
な
い
で
し
ょ
う
。
昔
懐
か

し
い
射
的
か
ら
、
お
し
ゃ
れ
な

カ
フ
ェ
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
楽
し
め
る
店
の
並
ぶ
通
り

に
は
、
夕
方
か
ら
夜
遅
く
ま
で

人
通
り
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
町
並
み
は
、
何
世
代

に
も
わ
た
る
努
力
で
で
き
あ

が
っ
た
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、

１
９
２
５
年
の
大
震
災
の
後
、

一
面
の
焼
け
野
原
を
復
興
し

た
世
代
。
木
造
３
階
建
て
で

景
観
を
統
一
し
、
柳
を
植
え
、

石
橋
を
架
け
、
現
在
の
町
並
み

の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

続
く
世
代
は
、
７
カ
所
の
外

湯
を
再
整
備
し
、
外
湯
巡
り
を

名
物
に
し
て
、
今
の
賑
わ
い
を

実
現
し
ま
し
た
。
城
崎
温
泉

の
旅
館
の
多
く
は
、
館
内
に
は

売
店
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
せ
ん
。
町
全
体

を
１
つ
の
大
き
な
旅
館
と
見

な
し
、旅
館
、飲
食
店
、土
産
物

店
、娯
楽
場
の
共
存
共
栄
を
実

現
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
成
功
が
、
新

た
な
悩
み
を
生
ん
で
い
ま
す
。

散
歩
の
浴
客
も
、
駅
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
旅
館
に
向
か
う
送
迎

車
も
、
狭
く
て
歩
道
も
な
い
同

じ
道
路
を
通
り
ま
す
。
町
が

賑
わ
う
よ
う
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
車
と
人
の
す
み
分
け
が

問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
一
肌
脱
い
だ
の
が
、

今
の
旅
館
の
若
旦
那
衆
。
諸

方
面
を
説
得
し
、
昨
年
10
月
、

車
を
片
側
交
互
通
行
に
し
て

歩
行
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
社

会
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
宿
泊

客
を
車
で
送
迎
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
側
な
の
で
す
が
、
土

産
物
屋
街
を
ゆ
っ
た
り
と
歩
き

た
い
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
の
で
す
。

　

城
崎
に
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
共
存
共
栄
と
顧
客
本

位
の
精
神
。
関
係
者
の
エ
ゴ

を
抑
え
て
ま
と
ま
れ
る
そ
の

心
意
気
は
、
宿
泊
客
の
減
少
に

悩
ま
さ
れ
る
多
く
の
温
泉
観

光
地
に
と
っ
て
、
大
き
な
ヒ
ン

ト
に
な
る
も
の
で
し
ょ
う
。

町
全
体
が
１
つ
の
旅
館
！

浴
衣
を
着
た
男
女
が
溢
れ
る
町

7つある外湯のうちのひとつ「一の湯」。外湯は、浴衣を着た観光客で賑わう。

共存共栄、顧客本位の精神

が代々受け継がれている

城崎温泉の中心部を貫くように流れる大
おおたにがわ
谿川と川沿いの町並み。

景観が統一され、情緒に溢れている。

観光客で賑わう土産物店。


